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2008 年  11 月  08 日  

熊野の旅 熊野市報 １１月号  

 いつものように、『公報 くまの』が配られてきました。 
 熊野市の広報誌と一緒に『県政だより みえ』『福祉くまの』や他のお知らせパン

フレットも入ってきます。 
 まあ、あまり面白い物が無いと言うのがこうした物の通例です。 

 
 人口動態 
    人口   20.706   （－28） 
     男    9.664   （－17） 
     女   11.042   （－11） 
   世帯数  10.125   （ －6） 

 
 いつものような数字です。 
 これでも昭和の大合併、平成の合併で寄せ集まった『市』です。昭和の大合併の時

に、人口 30.000 人以上を条件で『市』になったのですがねえ・・・ 
 標準世帯は４人構成と言いますが、熊野市の様な老齢化・過疎の進んだところでは、

平均家庭の構成が２人と言う所まで減って来ています。 
 少しは子供の居る世帯もあるのですから、子供の数位は独居老人がいるってことで

しょうね。 

 
 この公報の中で小さな記事ですが、『今年６月３０日で三重県交通災害共済事業が

廃止されました』という記事がありました。 
 この事業は随分以前に『１円共済』とか言う風な形で全国で導入された物でしたね。 
 自動車だけではなく自転車などの事故による怪我も対象になっていて、請求すると

簡単にお金が出るものでした。 
 町内会とかが中心になって最初のうちは随分加入者がいたようです。 
 我が家でも子供が自転車で崖から落っこちた時の治療費を払ってもらったことが

あります。子供が居なくなってからは抜けちゃいましたがね。 
 加入している人に対しては今年の１２月３１日まで有効だそうです。 
 三重県がやめたって事は全国的にやめる方向なのでしょうね。 

 
 過疎がどんどん進んでいる熊野市でも、市による宅地造成と販売が行われています。 
 土地は『旧・金山小学校跡地』です。 
 高台で少々風受けは良いかもしれませんが、尾根筋なので端っこ以外は地盤も良い

でしょうし、地球が滅びるような 50ｍ級の大津波にも耐えられるところです。７区

画７５坪前後、坪当たり８万ほどです。 
 もちろん水道、電気はあります。 
 ５年以内に家を建てること、売却は１５年出来ないなどという制限はあります。 
 問い合わせは『熊野市土地開発公社』・0597-89-4111（内戦 314） 
 いかがですか？ 
 すぐそばに、先日も取り上げた『紀南中核的交流拠点』も来年７月にはオープンし



ますよ。 
 土地の人と仲良くなればみかんも食べ放題かも・・・ 

 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ                 by je2luz | 2008-11-08 12:33 

  
 

 
2008 年  11 月  09 日  

熊野の旅 大馬神社   

 熊野市には花の窟神社・産田神社と共にもう一つ古い神社があります。 
 熊野市の中心に流れ込む井戸川の上流、大馬の里にある『大馬神社』です。 
 この神社は山の中の『奥宮』と河口の近くまで下りてきた『別宮？』があります。 
 下の神社は便利ですが、私から見ると、『出張所』にしか見えません。ここは便利

ですから、結婚式場もあります。しかし、お参りするなら山に入った『奥宮』でない

と話しにならないように思いますね。 

 



 奥宮のそばには、古代信仰の対象の代表的な『滝』と『岩壁』の両方があります。 
 それを取り囲むように、杉の巨木が立ち並んでします。 
 石段の参道も２００m ほどで、急ではないし適当な長さです。そんなに健脚の人で

なくても楽に拝殿まで行けます。 
 格式の高い神社ですが、門前に茶店や土産物屋ができるような物ではありません。

ひっそりと山に溶け込んでいて、大祭の時とか以外はひっそりと静まり返っています。 
 清清しい気分に浸りたい人にはぴったりの神社です。 

 
 ここの神社は二つに分かれていますが、同じ神社です。 
 奥宮にもちゃんと社務所はありますが、普段は下の神社の方に神主さんはつめてい

るのではないでしょうかね。 

 
 日本も古代は女性社会だったようで、神様の中心的な『天照大神』は女性ですね。

そして、古代国家の王、『卑弥呼』も女性ですね。 
 いつの間にやら、社会を男性中心に変えてしまい、宗教の方でも主役を男の変えて

しまったようです。神職でも『神主・禰宜』というと男の人ばかりでした。 
 伊勢神宮の『斎王』と言う飾り物のように祭り上げられたひとは女性でしたが・・・ 

 
 近年になると男女平等になったからか、神職にも女の人が増えていますね。 
 神社の奥さんがそのまま神職の資格を取られて、旦那さんの補佐や代理をされてい

るのも増えたようです。 

 
 先日の『山入り』の儀式の時には、ここ『大馬神社』で神事を行ってもらいました

が、つかさどってくれたのは、女性の神職の方でした。 
 宗教界にもいろんなタイプの人が居られ、『法力』？でねじ伏せるようなタイプと

『ホンワカ』した癒しムードで包み込むタイプが両極端としてあります。 
 大馬神社の女の神主さんは後者の方でしょうね。 
 伐採のお払いをしに行っても、倒される木の方が、『まあ。しゃあないか…』と、

思っちゃう雰囲気の方でした。 

 



 『大馬神社』は熊野古道のルートからは少し外れますが、あくせくと歩くタイプで

はない方なら立ち寄られたら良さが分かるお宮さんかと思います。 
 田舎の神社ですから、いきなり行ってもお払いなど受けられない可能性があります。 
 あらかじめ、社務所に連絡して予約をしたほうが良いと思われます。 
 電話番号は 0597-89-3119 となっています。 
 連絡・予約してから参拝すれば、お払いも受けられ、由来などもお聞きできるので

はないかと思います。 

 
Tags:熊野市 熊野古道 世界遺産          by je2luz | 2008-11-09 13:46  

 

 
 
2008 年  11 月  10 日  

熊野の旅 林業 伐採  

紀の国は木の国です。 
 山又山の国です。 
 海からすぐに山に変わりうっそうとした木々が茂ります。 
 猫の額ほどの耕地が人々の食料を供給してきました。 
 紀州は広いです。 
 しかし、北のはずれの和歌山と紀ノ川沿い以外は昔からまともに人が住んでいませ

ん。 
 だから、紀伊半島南部には大きな豪族も大名も発生しなかったのです。 

 
 紀の国の産物は中世以降ずっと材木でした。江戸時代中頃にはきちんとした植林が

始まるほど木を育てるには適した土地なのです。 
 山が険しく道もまともに作れないところですが、熊野川水系の流れを利用して筏な

どで木を流して河口まで運んで居たのです。 

 
 昔・・・戦前などの山の売買は、生えている木（立木）だけの売買もありましたが、

土地ぐるみの山（ドジ山）の売買が多かったようです。そっくり買って、切れる部分

は切り出して、その後を植林し、切るには早い部分は切れるまで育てるやり方が多か

ったようです。 
 と、言っても、まともに私有林が売買されるようになったのは明治以降ですからほ

んの少しの時期と言うことですね。 
 江戸末期から戦後の財産税などの混乱期までで、日本の山の所有形態が大きく動い

て行ったようです。 
 今の社会以上に、成金が出てその分没落する家も出たのです。 
 近年の田舎では、成金は出ないのに破綻する林業かばかり出ています。 
 国有林の『緑のオーナー』なんてのは出来た時から先が見えていたような詐欺事業

ですが、契約満期になって元本割れが表面化してきているようです。 
 これ以上の負担が個人の林業かにかかっているのですから持ちこたえられなくて

当たり前なのです。 



 
 紀州の山地では『山ノ神』が結構厚く祀られてきました。 

 近年になるまでは、何だかんだ言っても、山主は山で、他の住民はそこで働くこと

で食べていましたし、新宮や木本、尾鷲などの中核の町もそれに付随して動く金で潤

っていたのです。 
 飯米（食べる分）は採れても、飯を食えるほどの百姓が殆どいないこの地方ではそ

れほど林業の力が大きかったのです。 

 

 



 この写真のようなお払いまではやらなかったでしょうが、今よりはずっと山や木に

対する畏敬の念は大きかったのだろうと思います。 
 同じように木を倒しても、下の写真のように『ヨキ』（斧）で『受け』と言う倒れ

る方向を決め木が裂けるのも防ぐ三角の切り口を作り、腰をすえてのこぎりで手ごた

えを感じながら木と倒してゆく時代と、ガソリンエンジンを使って力づくで切り倒す

のでは、先山（きこり）の気持ちも変わるでしょうね。 

 
 このように、神々が支配してきた山を人間が利用して、その分、人間も神々を身近

に感じた時代は終わり、神々抜きの観光客が「神々の里」へ物見遊山に来る時代にな

っています。 
 イベントとは言え、これが最後の『山入り』の儀式かもしれません。 

 
Tags:熊野市 世界遺産 熊野川           by je2luz | 2008-11-10 12:53 

 

 

 

 

2008 年  11 月  11 日  

熊野の旅 林業 育林 １ 種  

 今回取り上げている杉山は樹齢にすれば６０年ほどの物です。 
 さほど大きな木が生えているわけではありません。 
 地味が肥えている水分の多い斜面なので良く伸びています。杉でも桧でもその山の

土の力によって基本的には成長度が変わってきます。表面の土が浅く、痩せた土地で

は木の背の高さが低くなり。太り方も少なくなります。 
 同じ伐採期の杉でも背の低い山では、２間材（4M）が３本取れないような山から、

５本楽々取れる山まであります。 

  
 この土地の力のほか、大きく影響する物に、『苗の品質』があります。 
 杉の品種はきちんと確定しているようではありませんが、日本列島複雑な地形と多

様な気候の場所で育てられてきた杉は地域によって随分差があります。 
 大体において、その地方で昔から多く植えられている品種はその地方の風土にあっ

たものが多いようです。 

 
 杉は基本的には『種』から育てられてきました。 
 この種を集める作業が大変です。 
 栗や椎などのように大きな種なら落っこちてきてから拾い集められますが、米粒よ

り小さな茶色の種を落ちてから拾うなんて不可能です。 
 ちゃんの育つのが分かった巨木で無いとまともな種が取れないので、その巨木に登

って枝の先の種を採ると言う、猿並の軽業で採るのです。 
 それだけに杉の種取りは誰でも出来る物ではなく、結構高い物です。 
 中にはずるい人がいて、まだ大きくなっていない木で一杯実をつける木から実を集



めるのもいます。１０年程から実をつける木は手が届くので種は採りよいですが、そ

うした早熟の木はまともに生長しない木なのです。 

 
 野菜の種なら、蒔いたすぐ後でばれます。 
 しかし、杉や桧の種だと、ものすごく悪いやつでもばれるまで十数年かかります。 
 更に悪いことに、一番、手間とお金のかかる最初の十数年経ってから、育たない木

だと分かった時に、それを伐採して植えなおして…とんでもないことになるのです。 
 この辺では『地苗』・『よそ苗』と区別していましたが、『よそ苗』には時々そんな

ものが混じりました。 
 『地苗』でも、その『種を採った人』と『育てた人』…今で言う『生産者ブランド』

ごものすごく物を言いました。 
 我が家でも昔は特定の信用できる人の育てた苗だけを使っていました。 
 それが『育林』の入り口ですからね。 
 入り口を間違えると・・・ 

 

Tags:熊野市 林業 モノクロ            by je2luz | 2008-11-11 12:59 

 

 

 

 

2008 年  11 月  12 日  

熊野の旅 林業 育林 2 植林  

 杉・桧などの樹木も植物ですから。野菜などと『育てる』と言う点では同じです。 
 種を蒔いてから収穫までの期間がものすごく長いと言う違いがあるだけです。 
 野菜だと早い物は一ヶ月、遅い物でも半年ほどで収穫期を迎えます。 
 果樹はもう少しかかりますが、桃栗三年柿八年…とやらの話です。 
 杉桧は特殊な磨き丸太を除き早くて４０年、普通の建築材では６０年から８０年、

内装材だと１００年から２００年と言うとんでもない年月がかかります。 



 植えてそのまま放って置いても木は育つと思っている人も結構居ますが、そんな生

易しい物ではありません。大体、植え付けまでに、苗を育てるのに二年から三年かか

ります。 

 
 種を蒔いて、発芽したら雑草を取りながら一年育て、移植してまた雑草を取りなが

ら育てます。 
 あまり肥えた畑では、ひ弱な苗になりますから、やせた畑で育てます。 
 こうして育てた苗を、山に運んで植えつけますが、畑作業と違い苗を運ぶだけでも

大変な仕事になります。 
 大体、伐採を終えてから苗が植えられるようにするのも、普通の畑を耕すようなわ

けには行きません。この作業を『地あらけ』『地こしらえ』といいますが、急斜面で

の人力作業です。 

 
 苗の植え付けはこの辺では２月末から始めます。昔は稲の作付けまでに終わらせる

ようにやったものです。 
 あまり遅くなると、苗の新しい根が動き出してしまうので早く終えるほうが活着率

が高くなるようです。 
 山の上の広い範囲の話ですから、一般的には苗を植えたら水をやる・・と言う作業

がありますが、それは出来ません。苗の生命力に任せるのです。 
 苗を植える時は深く広く掘り起こして…と言う一般の常識も山では仇になること

があります。 
 掘り起こせば、根も伸びよい代わり、深くまで乾燥が進みます。 
 植え付けが終わる頃には春の雨も降りますし、梅雨も来ます。しかし、春の日照り

もあれば梅雨明けの土用の旱魃もやってきます。 
 野菜の苗のように１０日やそこいらで根を張りなおすようなものではないし、水を

やることも出来ないので深く広く耕すことはあまりよく無いのです。 
 乾く斜面では、唐鍬（トンガ）で一振りし、こじ上げて隙間を作り、その隙間に苗

を入れて足で踏み固めるのが理想だとまで言われています。 



 伐採が終わって、何も生えていない山は想像以上に乾燥します。 
 １尺・30ｃｍほど掘っても土煙が出るときすらあります。 
 そんな過酷な所に人工的に苗を植えるのですから苗も人も大変なのです。 
 これだけでも大変な労力・経費がかかりますが、これが育林の始まりなのです。 

 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ           by je2luz | 2008-11-12 12:12 

 

 

 

 

2008 年  11 月  13 日  

熊野の旅 林業 3 間伐  

 近年では林業不振・山林荒廃が話題になると、『間伐』のことが良く取り上げられ、

テレビでも放送されたりしています。 
 まあ、かなり的外れなレポートもありますが、『間伐』が行われないのでどんどん

山が荒れてきていることは間違いありませんね。 

 
 杉でも桧でも植える時は一杯植えます。 
 全ての苗が全部活着し、素直にすくすく伸びるわけではありませんから、たくさん

植えてその中でいい物を残してゆく意味もあります。 
 さらに、山と言う物は、伐採が終わって二三年すると、雑草がものすごい勢いで伸

びてきます。ついでに、雑木も伸びてきます。 
 植えつけた時で背丈 30Cm とか…二年経っても 50～60ｃｍとかの苗ではその中

に埋もれてしまいます。 
 杉桧のような常緑樹の足元は日が当たりにくいので雑草は嫌います。だから、たく

さん植えて少しでも雑草の勢いをそぐ意味もあります。 
 ５年７年と経ってくれば、杉桧は自分の足元を日陰にして下草が生えにくくします。 
 その時にはたくさん生えているほうが有利なのです。 
 だいいち、この辺のような暖地では下草の伸びが速いので、下草の処理・山刈りの

コストを少しでも下げなくては大変です。 

 
 こうして、密植しておくと、早く杉桧が領域を確保できるのですが、今度は成長と

共に枝を張りますからその枝と枝が触れ合うようになり、競争が始まります。 
 これは、いい面があり、木同士の競争で太陽の光をたくさん受けようと、どんどん

上に伸びようとします。つまり、すらりとした背の高い木が増えるのです。 
 しかし、その限界を超えると、枝の張りようが無い空間になってしまい、中に枯れ

る木も出ますし、仲間を殺す前には全体の木の成長が止まってしまいます。 
 そのためには、人の力で木の数を減らさなくてはなりません。 
 木と木の間を広げ、良さそうな木を残して切って行きます。 
 目安は５年～１０年枝が当たらない程度、足元に光が入る程度…と言うことです。 
 木が小さい時は小さいなりの空間を確保するのです。 



 広すぎると上に伸びたがらなくなったり、雑木がやたらと伸びて杉桧は負けてしま

います。それを防ぐ山刈りの手間が増えるのです。 

 
 木が小さい時には、こうして倒した木はお金になりません。『切捨て』になります。 
 かかった費用は全く回収できません。 
 山の成長具合と密植具合によりますが、背の高さの倍くらいで最初の間伐が始まり、

それから先は枝がぶつかり始めるたびに間伐するのが良い木を育てる道なのです。 
 昔は１５年とか２０年の間伐は、足場丸太として売れましたから、便利のよい山で

よく伸びた木はお金に変わり間伐の費用を生み出しました。 
 しかし、もう、３０年も前から足場丸太は鉄製足場に変わってしまい売れません。 
 そして、昔は３０年４０年と言う間伐の時の木はきちんとした材木として山から出

されて製材されました。人件費が安かったのと、材木の価格が良かったからです。 
 このころなら、間伐をして少しお金が残ったのです。 

 
 材木価格の低迷・下落が始まった頃から。『間伐』に補助金が出始めました。 
 しかし、地方によって随分差がありました。 
 どんどん下がってしまうと、補助金を貰って間伐しても、不足分を山主が出せなく

なりました。そして、近年ほど下落が激しく、長くなると、伐採期になっても金にな

らない物を育てる余裕など無くなってしまいました。 

 
 間伐がされず、真っ暗になった枯れ木混じりの山が延々と増えています。 
 かつては熱心な林家で美林を育ててきた家の山もどんどんそうなっています。 
 最後の間伐は 3０年５０年の時期になります。 
 そこまで育ててきても、最後の手入れが出来ないと、その先で木の勢いが衰えてし

まいます。 
 若いときに伐採した山の手入れが終わるのは年をとって引退する時なのです。 
 こんな気の長い話の繰り返しで日本の山は守られてきたのです。 
 しかし、今の材木価格では…そして、儲けさえすれば…という社会になってはとて



も維持できませんね。 
 面積の 80％も 90％をも山林の占める日本の田舎では、経済基盤が無くなり、生き

ることも出来なくなったのです。 

 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ               by je2luz | 2008-11-13 11:41 

 

 

 

 

2008 年  11 月  14 日  

熊野の旅 林業 4 林相  

 杉の林だから杉ばかり、桧の林だから桧ばかり…畑の作物ならそれが理想です。 
 与えた肥料を他の植物に取られないし、生存競争で余分なエネルギーを費やさない

からです。 
 林業界でも、一時期はその考えが入ってきていたときもあるようです。 
 超密植にして、早く枝同士がぶつかるようにし、木と木に成長を競わせて上の伸ば

す、そして、光が当たらなくなった下の方の枝を早く落とさせると言う育林方法が導

入されました。 
 当然、限界が来ると木が枯れ始めますから間伐はしますが、軽めの間伐で競争の原

理は生かしておきます。 
 こうすることによって、木が上に伸びるのが促されると共に、下の地面に全く光が

届かなくなるので下生えが生えなくて山刈りの手間が省けると言う利点もあるので

す。 
 尾鷲を中心とする、桧の柱材を育てる地域からはじまって広がって行きました。 
 こうした本当に単一の林相で見事に空間を埋め尽くした山では、木の下はトンネル

の中並みに真っ暗で何も生えていません。 
 地面はヌルヌル、つるつるです。 
 必要以上に腐葉土の分解が進んで土がむき出しになってきます。 

  
 山は畑と違い急斜面です。 
 植物たちが枝を張り、根を張って土を掴まえているから土が流れ出さないで止まっ

ていますし、土砂崩れも防がれているのです。それだけに、こうした林地は非常にも

ろくなります。 

 
 こうした林業手法は、そんなに昔に考案されたのではなさそうです。 
 建築材の柱がもてはやされて、５０年とかの若い柱用の桧を作ることを目指してか

らですから、せいぜい大正位からでしょう。 

 
 こうした林相を目指したわけではない普通の山がこの状態になって来ています。 
 そもそもが、昔より苗をたくさん植えるようになったのに、途中で管理を放棄する

ことになったので、目指したわけではない単一林相の山が出現してしまったのです。 



 
 間伐をしてからその隙間が早くなくなるのはそれだけ木が早く育っている証拠で、

楽しみに待ったものです。 
 『早よう塞がったのう…』などと喜んだ物です。 
 そして、塞がると間伐して光が入るように…もっと枝を張れる空間を作ったもので

す。 
 光が入れば下生えは生えるし、かずらやツタは伸びるは…あまり嬉しくないような

光景生まれますが、これが自然な山の姿ですし、『山抜け』なんて災害が少なくて済

む道なのです。 

 

 昔なら山に入る人が多くいたし、山で働く人や山主たちは通りかかった山でかずら

やツタが木に巻きついているのを見ると腰につけた『なた』でそれを切って歩いた物

です。 
 自分の山だけではなく通りかかった他の人の山でも道の近くのものなら切った物

です。 
 今では、山道を歩く人も減ったし、今の山菜取りの人ではゴミを捨てることはあっ

てもそういうことをしてくれる人は皆無です。 
 熊野古道になったり、見物ポイントへの道を持つ山主はゴミと火事の心配だけを貰

った形です。 
Tags:昭和 熊野古道 モノクロ             by je2luz | 2008-11-14 12:39  

 

 

 

2008 年  11 月  15 日  

熊野の旅 林業 5 伐採  

 走るように林業の流れを書いてきましたが、今日の『伐採』で一回りです。 
 ここまで、早い時で５０年、通常なら７０年から１００年と言うサイクルになりま

す。 



 
 日本国の林業政策の迷走は戦後早くから起きていました。 
 戦後の資源枯渇に対する恐れから、林地のサイクルを早めようと言う考えで、伐採

樹齢を一律に引き下げにかかりました。４０年から５０年くらいで切らせようと言う

ことです。 
 『施行計画』なる物を林業家に立てさせ、それに基づいて山林管理をしろと言うま

では分からないでも無いのですが、５０年を越えた辺りで、『過熟林』と言う扱いで、

早く切らないと税金が増えるぞ…などと言うおかしな政策を取りました。 
 そんなことを言いつつ、流通などは放任したままで、外材の流入は野放しでもう２

０年以上前から林業は壊滅状態です。 
 それもかなりの部分は盗伐の材木なのに規制もしません。 
 施行計画通りに山の手入れをして来た山も『過熟林』になろうと、美林まで育てよ

うとまともには売れなくなっています。 
 無責任極まりない林政です。 
 それでも、林地にかかる固定資産税などは同じように掛けてきますね。 

 
今倒されている木も当然『過熟』です。 

 今回は特殊な事情で二本だけの伐採で林地に穴が開く形ですが、この山は５年ほど

前に間伐を行い木の間をうんと広げてあります。 
 樹齢１００年を越す木になっても大丈夫なようにした所なので、後の部分などは日

が差し込んで、潅木が茂っています。 
 たくさんに木を育ててよいのやら、このように極端に減らして大木を育ててよいの

やら… 
 何十年も先のことは分かりません。 
 分かっていることは、この山の木は十数メートルにわたって節の無い良質材が採れ

るということです。 
 いま、節の無い所は、これから５０年経っても節はありません。 
 このような山がまともに評価されるまで日本の田舎が残れそうには無いですね。 
 カメラは センチュリー・グラフィック+トプコール S65ｍｍ 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ             by je2luz | 2008-11-15 11:45 



2008 年  11 月  16 日  

熊野の旅 熊野古道歩きのきっかけ  

 昨日と今日の二日間、尾鷲を中心にものすごく大勢の『熊野古道歩き』が行われれ

ているようです。 
 『ツーディズ ウォーク』とやら言うものらしいです。 
 新聞では５７０人だそうです。 
 あちこちに分かれるにしても大きな団体ですね。 

 
 世界遺産指定から年数が経ってきて、名前はそこそこ覚えてもらっては居ますが、

『行ってみたい』と言う気にさせる力は段々落ちてきているようですが、募集の仕方

ではこうしてお客さんが湧いて出るようです。 
 私は団体行動が嫌いなのでこうした募集があっても目にも止めませんが、一般的に

は出かけるきっかけになるようですね。 

 
 熊野古道は道が主役ですからバスから降りてガイドさんの旗を追いかけて回り、説

明を聞いてバスに戻る…と言うような『はとバス観光』のパターンとは違います。 
 結構険しい山道を超えるハイキングコースです。 
 ５０人も居れば隊列が延びて引率者も大変でしょうね。 
 健脚の人は良いですが、運動不足の人だと、熊野古道を味わう前に遅れないように

追いかけることに終始することになるのでしょう。 
 目に入ったのは前の人のお尻と足元の地面、一休みした時の峠からの眺め…だけか

もしれません。 
 しかし、その方が難行苦行して幾つもの峠を越えて、はるばる熊野までお参りに来

た、昔の熊野古道の旅人の胸中に近いのかもしれません。 

 
 『こなきゃあ良かった』 
 『引返せるものなら引返したい』 

 
 本来の熊野詣だと、この先には『熊野三山』のありがたいご利益があったのですが、

今の団体さんだとそれは無いですね。 
 携帯電話で撮った写真だけが残るのでしょうね。 
 それと、少しの達成感もあるのでしょうね。 
 まあ、それでもお客さんを呼んでくれば観光的には成功ってことになるのでしょう

ね。 
 個人旅行の苦手な国民ですから、こうでもしないとこんな遠くには来ないでしょう

しね。 

 
 今日は雨模様・・・ 
 大勢の方が難儀しているのでしょうね。 



 
 カメラは センチュリー・グラフィック+トプコール S65ｍｍ 
Tags:世界遺産 熊野古道 モノクロ             by je2luz | 2008-11-16 12:02 | 

 

 

 

 

2008 年  11 月  17 日  

熊野の旅 冬の味覚 高菜  

 熊野名物の一つ、『高菜漬け』の原料、『高菜』は今からが収穫期になります。 
 我が家の菜園でも少しだけですが高菜を栽培しています。 

 
すぐそばが海と言う温かい場所で作っていると、非常に生育が良いです。 

 これから真冬になってもどんどん葉っぱが茂ってきます。 



 高菜の収穫は、こんな状態になったときに、大きくなった下葉を数枚ずつ欠きとっ

て収穫します。 
 欠き取られた高菜は慌てて残った葉っぱを大きくし、更に新しい葉を上に作って行

きます。 
 欠き取らないでおくと、ずんぐりと茂った蕪なのですが、収穫を続けている畑では

下の方は茎だけの高菜が立っています。 
 もちろん、痩せた畑では収穫の間隔が長くなります。春までに採れる葉っぱの数に

ものすごく差が出ます。 

 
 我が家のように暖かい所と、山間部の霜が降りるような寒い所では、伸び具合は当

然違います。 
 霜が降りるくらいになると、高菜の葉はいじけて皺皺になります。 
 『めはり寿司』を作れる大きさになるまでに倍くらいの日にちがかかります。 
 同じような畑なら、収穫量は倍くらい違うのではないかと思います。しかし、高菜

を栽培するのは山間部です。 

  
 漬物の産地と言うのは北国や山の中の寒い所が多いです。 
 京都なんかも寒さで有名なところですからね。 
 暖かい所で漬物を漬けると、すぐに醗酵が始まったりカビが生えたりします。寒い

所の方が上手く仕上がるから産地は寒い所になるわけです。 
 原料の菜っ葉類も、我が家のように真冬でもどんどん大きく育つ所の物は柔らかく

て見掛けは良いのですが、こと漬物となると風味も少なく柔らかすぎて美味いものに

なりにくいのです。素人の私が作っても、見掛けだけなら一流の百姓に負けないもの

になるのですがね。 

 
 『高菜』はこの辺で「からしな」と呼ぶ人がいたほど辛いものです。 
 ぴりりと辛いからかあまり害虫がつきません。 
 葉の裏に白いカビの一種が生える「うどん粉病」？見たいなのが出る程度で栽培の

しよいものです。 
 欠きとって収穫を長く出来ます。 
 食べ方は、塩で漬け込む『高菜漬け』の他に、糠味噌漬けにしたり、生で食べる人

もたまに居ます。さっと湯をくぐらせて御浸しにしたりご飯を包んで目張り寿司風に

したりして楽しめます。 

 
 家庭菜園なら１０株もあれば十分楽しめると思います。 
 種の方はややこしい F1 なんてのを買わなかったら、自家採種でやれますから安上

がりのものです。先に書いたように消毒もいらないですしね。 
 熊野まで高菜を食べに来るのは大変でしょうから、是非やってみてください。 
 自分で作った『高菜』が気に入ったら、『熊野古道歩き』を兼ねて熊野まで本物を

買いに来てください。 
 見場は良くないですが、ものすごく安いお土産品ですからね。 
Tags:熊野市 熊野の味 熊野古道           by je2luz | 2008-11-17 12:22 



2008 年  11 月  18 日  

熊野の旅 静かな町並み 木本 本町  

 
 いつもながら、スッキリした静かな町の佇まいです。 
 熊野市木本町本町通りです。 
 かつてはこの地方の中心で一番大きな商店街でした。 
 今では、そこが商店であったことが分かる程度の古い木造住宅が並ぶだけです。 

  
私の写真に共通するのは、こうした町の写真や熊野古道の写真には人物が写りこんで

いないことです。 
 昼日中に人を入れないで撮影しようと思ったら、映画のロケ並に人払いをしないと

出来ないのが人口密度の高い日本の町や観光地なのですが、幸い？この辺ではそんな

心配は要りません。 
 逆にお祭りとかでは人物を積極的に写しますが、顔なじみが多いので撮影は楽に出

来ます。 

  
 人の切れ目が無いほどこの本町商店街に人が歩いていた頃には、この道は砂利道で

した。私が中学の頃、昭和３０年代だったのでしょうかね？アスファルト舗装がされ

たのは… 
 ちょうどその頃に、商店街の中心が、一本山側の記念通りに移って行きました。 
 ガシャガシャ・ジャリジャリ・・・非常にうるさかった下駄で砂利を踏む音が消え、

人々の足元も下駄からサンダルとか靴に代わって行きました。 
 でも、静かになっていったのは歩く人の絶対数が減って行ったからでした。 
 そして、この石畳が完成する平成１９年ともなると、お祭りでもない限り、いつも



この状態と言うところまで来ました。 

 
 静かで、少しうらぶれた感じで、ほんの少しだけいい感じの町並みなのですが、ち

ょいと中途半端に改造された家が多いのは、『元商店街』と言うことなのでしょうね。 

 
 それぞれの商店はみんな小さな物です。今の感覚で言えば小さなお店が普通のもの

でした。大店と言われる店でも、今流に言えば小さな物です。 
 昔は、商品棚を埋め尽くすほど色んな商品があったわけではありません。 
 それに、一般人の食生活にしろ着る物にしろふんだんに消費することはありません

でした。 
 だから、ものすごく栄えた商店街といっても、実際に動いていた物の量はたいした

ことは無かったと思われます。 
 貨幣価値を補正しても庶民の所得はものすごく低かったですからね。 

 
 夕食のおかずに『サンマ』が半匹付いていれば贅沢だったのです。1/3 もあればま

しな方…あとは漬物と具の無いような味噌汁… 
 そんな庶民相手に掛売りで商売して・… 
 昔の商売人も大変だったのでしょうね。 
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